
半
ば
に
日
本
に
入
る
と
、
絵
師
た
ち

は
こ
れ
を
勝
手
に
換
骨
奪
胎
し
、
そ

の
原
理
を
無
視
し
て
、
空
間
を
「
遠
」

と
「
近
」
に
断
片
化
。

画
面
上
で
貼
り

合
わ
せ
る
と
い
う
、
借
景
的
な
技
法

に
仕
立
て
た
。
従
来
、
こ
れ
は
日
本

側
の
「
理
解
の
不
徹
底
」
と
見
な
さ

れ
て
き
た
が
、
氏
は
「
日
本
の
中
で

透
視
図
法
は
変
わ
っ
た
。
そ
れ
が
今

度
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
逆
輸
入
さ
れ
、

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
」
と
い
う
。

ゴ
1

ギ
ャ
ン
の
「
美
し
き
ア
ン
ジ

ェ
ル
」
は
、
室
内
を
描
い
た
画
面
の

右
半
分
を
半
円
に
切
り
抜
き
、
ブ
ル

タ
l

ニ
ュ
娘
の
肖
像
を
は
め
こ
ん
で

い
る
。
円
い
肖
像
画
な
の
か
、
円
窓

の
向
こ
う
に
娘
本
人
が
い
る
の
か
、 絵

の
流
儀
に
目
を
見
張
り
、
中
で
も

北
斎
を
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
ル
1

ペ

ン
ス
、
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
に
匹
敵
す
る

巨
匠
と
見
な
し
た
。

一
方
、
日
本
の
美
術
史
家
は
、
一

介
の
浮
世
絵
師
を
厚
遇
す
る
こ
と
に

同
意
せ
ず
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
も
「
北
斎

は
卑
俗
」
と
言
い
切
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
稲
賀
氏
は
「
ジ
ャ

ポ
ニ
ス
ム
(
日
本
趣
味
)
の
フ
ラ
ン

ス
人
は
、
日
本
に
つ
い
て
ゆ
が
ん
だ

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
批

判
が
あ
る
。
し
か
し
、
歴
史
的
文
脈

が
違
え
ば
評
価
も
異
な
っ
て
当
た
り

前
。
そ
う
し
た
評
価
の
対
立
は
乗
り

越
え
た
い
」
と
話
す
。

「
誤
解
の
相
乗
作
用
で
新
し
い
芸

夫
婦
崩
壊
克
明
に

〈第三種歪ßj質物認可〉

柳
谷
郁
子
の
「
と
な
り
の
男
」
(
掻

火
お
号
)
は
、
小
、
中
学
校
時
代
の

同
級
生
が
書
い
た
原
稿
に
振
り
回
さ

れ
る
作
家
志
望
の
男
の
姿
を
、
軽
快

な
筆
致
で
と
ら
え
て
い
る
。

会
社
勤
め
を
し
な
が
ら
小
説
を
書

く
主
人
公
は
、
「
湯
川
秀
樹
」
と
い

う
名
の
昔
の
同
級
生
か
ら
、
膨
大
な

原
稿
を
「
読
ん
で
く
れ
」
と
持
ち
込

ま
れ
た
。
軽
い
学
習
障
害
の
あ
っ
た

湯
川
は
、
名
前
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
せ

い
も
あ
っ
て
ク
ラ
ス
で
軽
ん
じ
ら

れ
、
主
人
公
は
彼
の
保
護
者
的
役
割

を
務
め
て
い
た
。

主
岨
4
与
K
、
ミ

L
H
E
h川
問
、
同
会
部
川

L
d

而
い
←
同
開
ムM泊
施
お
鴨
ゴ
ノ

ノ

箆
明
凶

原
稿
は
専
門
用
語
を
駆
使
し
た
難

誤
解
か
ら
新
し
い
芸
術
誕
生
解
な
論
文
や
主
人
公
好
み
の
題
の
小

説
な
ど
、
見
事
な
で
き
だ
っ
た
。
半

あ
る
い
は
、
娘
は
こ
ち
ら
側
に
い
て
、
術
が
生
ま
れ
る
。
だ
か
ら
誤
解
は
い
信
半
疑
の
主
人
公
は
、
他
人
の
本
の

そ
の
姿
が
円
い
鏡
に
映
っ
て
い
る
の
け
な
い
と
は
一
概
に
い
え
な
い
」
丸
写
し
で
は
な
い
か
と
疑
う
一
方
、

か
、
全
く
判
断
が
つ
か
な
い
。
似
た
よ
う
な
事
例
は
、
政
治
や
科
学
校
時
代
の
湯
川
の
印
象
は
、
天
才

こ
の
絵
に
ヒ
ン
ト
を
与
え
た
の
学
技
術
の
分
野
で
も
あ
っ
た
。

今
回
な
ら
で
は
の
奇
矯
さ
だ
っ
た
の
で
は

が
、
広
重
の
名
所
江
戸
百
景
「
水
神
の
本
も
、
「
萎
尚
中
さ
ん
(
東
京
大
と
腕
昨
に
か
ら
れ
る

o
だ
が
、
皮
肉

の
森
真
崎
」
の
趣
向
と
み
ら
れ
る
。
教
授
、
著
書
に
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
に
も
湯
川
と
の
再
会
を
切
っ
掛
け

円
窓
の
向
こ
う
の
遠
景
を
H

透
視
図
ム
の
彼
方
へ
」
な
ど
)
や
西
川
長
夫
に
、
ス
ラ
ン
プ
に
陥
っ
て
い
た
主
人

法
H
で
描
い
て
い
る
の
だ
が
、
室
内
さ
ん
(
立
命
館
大
教
授
、
著
書
に
「
フ
公
の
執
筆
は
進
む
。
湯
川
を
モ
デ
ル

に
飾
ら
れ
た
「
絵
の
中
の
絵
」
に
も
ラ
ン
ス
の
解
体
?
」
な
ど
)
の
本
と
に
し
た
「
作
家
も
ど
き
」
と
い
う
小

見
え
る
不
思
議
な
作
品
だ
。
一
緒
に
読
ん
で
も
b

え
た
ら
う
れ
し
説
の
構
想
を
思
い
付
い
た
の
だ
。

「
西
欧
の
文
法
が
、
日
本
に
お
い
い
」
と
い
う
。
主
人
公
が
作
中
で

書
く
小
説
の
文

て
脱
構
築
さ
れ
た
よ
う
な
も
の
。
こ
=
=
=
=
=
三
=
=
=
=
=
=
=
-
=
=
-

う
な
っ
て
く
る
と
、
モ
ン
ゴ
ル
語
朗
読
劇
泣
日
に
上
演
賞
。
一
年
が
か
り
で
訓

ど
ち
ら
が
正
し
く
ら
れ
て
き
た
。
原
作
円

司
馬
遼
太
郎
原
作
「
草
原
の
記
」
を
脚
色

て
、
ど
ち
ら
が
間
違
モ
ン
ゴ
ル
人
女
性
通
=

い
だ
と
は
い
え
な
司
馬
遼
太
郎
原
作
「
草
原
の
記
」
こ
の
企
画
は
大
阪
外
国
語
大
学
ク
マ
さ
ん
の
数
奇
な
a

い
」
を
モ
ン
ゴ
ル
語
朗
読
劇
に
脚
色
し
三
年
、
佐
野
一
道
さ
ん
(
辺
)
が
発
て
、
数
々
の
政
変
をJ

「
正
し
い
」
規
範
た
「
草
原
に
帰
る
日
」
が
、
二
十
案
し
、
若
者
の
知
的
活
動
計
画
に
て
き
た
モ
ン
ゴ
ル
の

Z

に
縛
ら
れ
た
ア
カ
デ
二
日
午
後
七
時
か
ら
大
阪
府
箕
面
対
し
て
贈
ら
れ
る
第
二
回
司
馬
遼
浮
き
彫
り
に
し
て
い
『

ミ
ズ
ム
に
飽
き
足
り
市
立
メ
イ
プ
ル
ホ
l

ル
で
上
演
さ
太
郎
フ
ェ
ロl
シ
ッ
プ
(
司
馬
遼
ん
が
企
画
、
プ
ロ
デ
一

な
い
仏
の
芸
術
家
た
れ
る
。
太
郎
記
念
財
団
主
催
)
を
昨
年
受
本
、
演
出
を
担
当
、
し

ち
は
、
大
胆
な
浮
世
-

一-
-
-
-
-
-
-
-
一
一
一
一
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
一
-
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-
-
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-
一
-
-
-
-
一
-
-
-
一
-
-
一
一
-
-
一
一
一
一
-
一
一
-
一
一
-
-
-
-
-
-
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-
-
-
-
一
-
-
-
-
一
-
一
一
一
-
-
-
一
-
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-

竹
内
政
明

。
「
失
わ

に
、
サ
イI
ド
の
考
え
に
同
調
す
る

人
々
に
よ
る
ゴl
ギ
ャ
ン
批
判
が
高

ま
っ
た
。

し
か
し
、
西
と
東
、
植
民
者
と
被

植
民
者
、
男
性
と
女
性
の
対
立
を
図

式
化
し
て
見
る
こ
と
の
貧
困
さ
に
疑

問
の
声
も
あ
が
り
始
め
た
。

「
東
が
ひ
た
す
ら
受
け
身
の
被
害

者
だ
っ
た
と
い
う
の
は
、
間
違
い
だ

ろ
う
。
限
ら
れ
た
東
西
の
コ
ン
タ
ク

ト
・
ゾ
l

ン
で
何
か
が
起
き
た
。

文

化
の
電
位
差
に
よ
っ
て
パ
チ
パ
チ
火

活
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
。
私
は

そ
の
火
花
を
見
て
い
き
た
い
」

イ
ス
ラ
ム
、
ア
ジ
ア
の
異
国

情
緒
に
魅
せ
ら
れ
た
西
欧
の
オ

リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
や
ジ
ャ
ポ
ニ

ス
ム
を
研
究
し
て
い
る
稲
賀
繁

美
・
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
助
教
授
(
比
較
文
化
)
が
、

安
藤
広
重
や葛
飾
北
斎
、
ゴ
ッ

ホ
、
ゴ
l

ギ
ャ
ン
ら
日
欧
の
美

術
を
論
じ
た
「
絵
画
の
東
方
」

(
名
古
屋
大
学
出
版
会
)
を
刊

行
。
西
欧
と
東
方
(
オ
リ
エ
ン

ト
)
の
錯
綜
し
た
関
係
を
ど
う

考
え
た
ら
い
い
の
か
を
聞
い

た
。
森
恭
彦
記
者

「となちの男」柳谷郁子
「星の下J 山本みつる

1999年(平成 11 年) 12月 20日(月曜日〉

浮
世
絵

真相はナゾのまま

「
オ
リ
エン
タ
リ
ズ
ム
(
東
方
趣

味
)
」
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
出
身
の
米

の
文
学
研
究
者
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
w

・
サ
イl
ド
の
同
名
の
著
書
(
一
九

七
八
年
)
で
有
名
に
な
っ
た
用
語
3

稲
賀
氏
も
「
出
発
点
は
共
有
し
て
い

る
」
と
認
め
る
。

「
サ
イl
ド
は
、
西
側
世
界
が
外

の
世
界
を
認
識
す
る
構
造
そ
の
も
の

が
犯
罪
的
で
は
な
い
か
、
と
問
題
提

起
し
た。
と
こ
ろ
が
こ
う
し
た
見
方

が
固
定
化
さ
れ
る
と
、
例
え
ば
仏
領

タ
ヒ
チ
へ
赴
い
た
ゴl
ギ
ャ
ン
は
植

民
地
主
義
者
で
、
島
民
の
幼
女
を
妻

に
し
た
虐
待
者
で
あ
り
、
そ
ん
な
男

を
英
雄
視
す
る
の
は
け
し
か
ら
ん
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
」

八
九
年
、
米
仏
で
催
さ
れ
た
ゴ
!

ギ
ャ
ン
回
顧
展
の
大
ヒ
ッ
ト
を
機

稲
賀
氏
の
い
う
「
電
位
差
」
を
敏

感
に
察
知
し
、
そ
れ
を
身
を
も
っ
て

火
花
の
よ
う
に
生
き
た
の
が
ゴ

l

ギ

ャ
ン
だ
っ
た
。
媒
介
者
と
し
て
の
画

家
の
仕
事
こ
そ
注
目
に
値
す
る
と
い

?
っ
。

こ
こ
で
、
氏
は
「
東
西
文
化
の
錯

綜
し
た
関
係
を
、
分
か
り
ゃ
す
く
示

し
て
い
る
の
が
透
視
図
法
(
遠
近
法
)

だ
っ
た
」
と
指
摘
す
る
。

こ
の
技
法
は
世
界
を
二
元
的
に
見

通
す
た
め
の
手
段
だ
が
、
十
八
世
紀

毘ョ司手長百L

文
擾

本
教

日
助

際
一

国
タ

.
ン
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セ

繁
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賀
研

稲
化
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